
平成 19年度版 工事歩掛要覧＜土木編 上＞ 
  
国土交通省の基準改訂に伴い、修正いたします。 
 

修正前 

 
管渠工歩掛区分 

名  称 単
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

一般足場 〃 
26.8 
（20.8） 

26.5 
（20.5） 

29.8 
（20.7） 

28.8 
（20.3） 

26.7 
（20.0） 

28.6 
（20.0） 

手摺先行型 

諸
雑
費 

枠組足場 
〃 30.6  30.2  35.4  34.1  30.8  33.9  

         

管渠工歩掛区分 
名  称 単

位 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

一般足場 〃 
36.1 
（27.8） 

36.5 
（28.4） 

36.3 
（28.9） 

36.7 
（28.6） 

36.7 
（28.0） 

38.5 
（29.7） 

手摺先行型 

諸
雑
費 

枠組足場 
〃 41.6  41.9  41.3  42.0  43.9  44.4  

 
335頁 表Ⅱ2-356表中 

修正後 

 
管渠工歩掛区分 

名  称 単
位 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

諸  雑  費 〃 
30.6 
（20.8） 

30.2 
（20.5） 

35.4 
（20.7） 

34.1 
（20.3） 

30.8 
（20.0） 

33.9 
（20.0） 

 
 

               

管渠工歩掛区分 
名  称 単

位 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

諸  雑  費 〃 
41.6 
（27.8） 

41.9 
（28.4） 

41.3 
（28.9） 

42.0 
（28.6） 

43.9 
（28.0） 

44.4 
（29.7）  

修正前 

1． 本表の労務歩掛は，型枠製作設置・撤去，足場・支保設置・撤去，コンクリー
ト打設・養生等を含むものである。 

2． 設計量は，ウイング，段落ち防止用杭を含む本体コンクリートの数量とする。 
3． 本歩掛は，基礎形式（直接基礎・杭基礎）にかかわらず適用できる。 
4． コンクリートの補正係数は，＋0.02として本表に含めてある。 
5． 雑工種・諸雑費は，次表に示す内容の費用であり，労務費，機械損料および運
転経費の合計額に本表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

6． 手摺先行型枠組足場には，二段手摺および幅木の機能を有している。 
7．養生は，養生材の被膜，散水養生，被膜養生程度のものであり，保温養生等の特
別な養生を必要とする場合は諸雑費率から2.0％減ずるものとし，養生費は「第
6章❶コンクリート工」により別途計上する。 

8．～17．（略） 335，
336頁 

表Ⅱ2-356， 
Ⅱ2-357（注） 

修正後 

1． 本表の労務歩掛は，型枠製作設置・撤去，足場・支保設置・撤去，コンクリー
ト打設・養生等を含むものである。 

2． 設計量は，ウイング，段落ち防止用杭を含む本体コンクリートの数量とする。 
3． 本歩掛は，基礎形式（直接基礎・杭基礎）にかかわらず適用できる。 
4． コンクリートの補正係数は，＋0.02として本表に含めてある。 
5． 雑工種・諸雑費は，次表に示す内容の費用であり，労務費，機械損料および運
転経費の合計額に本表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

6．養生は，養生材の被膜，散水養生，被膜養生程度のものであり，保温養生等の特
別な養生を必要とする場合は諸雑費率から2.0％減ずるものとし，養生費は「第
6章❶コンクリート工」により別途計上する。 

7．～16．（略） 



修正前 

 
小型 
擁壁(A) 

小型 
擁壁(B) 重力式擁壁 

もたれ 
式擁壁 

逆Ｔ型 
擁壁 

Ｌ型 
擁壁 

名  称 単
位 0.5～1ｍまで 1ｍを超 

2ｍ未満 
2～5ｍ 
まで 

3～8ｍ 
まで 

3～10ｍ 
まで 

3～7ｍ 
まで 

一般足場また 
は足場なし 

〃 12.8  11.0  20.8  25.1 
（18.1） 

23.9  
（17.6） 

27.7 
（18.8） 

手摺先行型 

諸
雑
費 

枠組足場 
〃 ― ― ― 26.6  ― 32.1  

 
347頁 表Ⅱ3-13表中 

修正後 

 
小型 
擁壁(A) 

小型 
擁壁(B) 重力式擁壁 

もたれ 
式擁壁 

逆Ｔ型 
擁壁 

Ｌ型 
擁壁 

名  称 単
位 

0.5～1ｍまで 1ｍを超 
2ｍ未満 

2～5ｍ 
まで 

3～8ｍ 
まで 

3～10ｍ 
まで 

3～7ｍ 
まで 

諸  雑  費 〃 12.8  11.0  20.8  26.6 
（18.1） 

23.9 
（17.6） 

32.1 
（18.8） 

  

修正前 
1．～14．（略） 
15．擁壁平均高は，擁壁の前面勾配あるいは背面勾配，天端幅，擁壁種類が同一の
構造形式のブロックにて判断すること。 

16．手摺先行型枠組足場は、二段手摺および幅木の機能を有している。 347， 
348頁 

表Ⅱ3-13， 
Ⅱ3-14（注） 

修正後 
1．～14．（略） 
15．擁壁平均高は，擁壁の前面勾配あるいは背面勾配，天端幅，擁壁種類が同一の
構造形式のブロックにて判断すること。 

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 32（25）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.04 

(1.03)       
 1131頁 表Ⅳ4-9表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 37（29）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 31（24）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.03 

(1.03)       
 1132頁 表Ⅳ4-10表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 35（28）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 30（23）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.03 

(1.02)       
 1132頁 表Ⅳ4-11表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 34（25）        



修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 29（22）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.02 

(1.02)       
 1132頁 表Ⅳ4-12表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 32（24）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 33（26）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.05 

(1.04)       
 1133頁 表Ⅳ4-13表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 40（31）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 32（25）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.04 

(1.03)       
 1133頁 表Ⅳ4-14表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 37（29）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 31（24）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.03 

(1.03)       
 1133頁 表Ⅳ4-15表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 35（26）        

修正前 

 
名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 30（23）       

手摺先行型枠組足場率   〃 
1.03 

(1.02)       
 1134頁 表Ⅳ4-16表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 34（25）        



修正前 

1．シール材の数量は，縁部，パイプ周りについて「シール断面積×シール延長×単
位質量1,700（㎏/㎥）×（1+補正係数）」より算出し、補正係数は+0.14とする。 

2．（略） 
3．諸雑費は、下記による。 
① 注入材が無収縮モルタルの場合 
諸雑費は、材料（皿ボルト，ホールインアンカー，寸切りボルト，注入パイ
プ）および電力に関する経費，機械器具費（ディスクサンダ，振動ドリル，
グラウトポンプ，グラウトミキサ，クレーン付トラック，ラフテレーンクレ
ーン）等および枠組足場仮設材の費用であり，労務費，シール材，注入材の
合計額に本表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
なお，枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベ
ース，手摺，階段，階段安全ネット等の費用とする。 

② 注入材がエポキシ樹脂の場合 
諸雑費は、材料（皿ボルト，ホールインアンカー，寸切りボルト，注入パイ
プ）および電力に関する経費，機械器具費（ディスクサンダ，振動ドリル，
グラウト注入機，ハンドミキサ，トラッククレーン，ラフテレーンクレーン）
等および枠組足場仮設材の費用であり，労務費，シール材，注入材の合計額
に本表（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上する。 
なお，枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベ
ース，手摺，階段，安全ネット等の費用とする。 

4．手摺先行型枠組足場を設置する場合の施工費は，枠組足場で算出した施工費に本
表の手摺先行型枠組足場率を乗じたものとする。 

5．手摺先行型枠組足場は、二段手摺および幅木の機能を有している。 1134頁 表Ⅳ4-9～ 
Ⅳ4-16（注） 

修正後 

1．足場は枠組足場とし，手摺先行型とする。 
2．シール材の数量は，縁部，パイプ周りについて「シール断面積×シール延長×単
位質量1,700（㎏/㎥）×（1+補正係数）」より算出し、補正係数は+0.14とする。 

3．（略） 
4．諸雑費は、下記による。 
① 注入材が無収縮モルタルの場合 
諸雑費は、材料（皿ボルト，ホールインアンカー，寸切りボルト，注入パイ
プ）等および電力に関する経費，機械器具費（ディスクサンダ，振動ドリル，
グラウトポンプ，グラウトミキサ，クレーン付トラック，ラフテレーンクレ
ーン）等および枠組足場仮設材の費用であり，労務費，シール材，注入材の
合計額に本表の率を乗じた金額を上限として計上する。 
なお，枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベ
ース，手摺，手摺枠（二段手摺の機能を有する），幅木，階段，安全ネット等
の費用とする。 

② 注入材がエポキシ樹脂の場合 
諸雑費は、材料（皿ボルト，ホールインアンカー，寸切ボルト，注入パイプ）
および電力に関する経費，機械器具費（ディスクサンダ，振動ドリル，グラ
ウト注入機，ハンドミキサ，クレーン付トラック，ラフテレーンクレーン）
等および枠組足場仮設材の費用であり，労務費，シール材，注入材の合計額
に本表（ ）内の率を乗じた金額を上限として計上する。 
なお，枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベー
ス，手摺，手摺枠（二段手摺の機能を有する），幅木，階段，安全ネット等の
費用とする。 

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 37（34） 37（34） 16（13） 17（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.10(1.11) 1.12(1.12)        1142頁 表Ⅳ4-28表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 51（49） 53（50） 16（13） 17（13）    



修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 35（33） 38（35） 17（14） 18（14）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.10(1.11) 1.11(1.11)        1142頁 表Ⅳ4-29表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 

名    称 単位 
ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 

摘 要 

諸       雑       費 ％ 48（46） 53（50） 17（14） 18（14）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 34（31） 37（34） 17（13） 18（14）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.09(1.09) 1.10(1.10)        1142頁 表Ⅳ4-30表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 46（43） 51（47） 17（13） 18（14）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 

施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 32（30） 36（32） 17（13） 18（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.09(1.09) 1.10(1.10)        1143頁 表Ⅳ4-31表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 44（42） 50（45） 17（13） 18（13）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 31（29） 35（31） 17（13） 18（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.08(1.08) 1.09(1.09)        1143頁 表Ⅳ4-32表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 41（39） 47（43） 17（13） 18（13）    



修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 30（27） 34（30） 17（13） 18（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.08(1.08) 1.09(1.09)        1143頁 表Ⅳ4-33表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 

施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 40（37） 46（42） 17（13） 18（13）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 29（26） 32（28） 17（13） 18（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.07(1.07) 1.08(1.08)        1143頁 表Ⅳ4-34表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 

施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 38（35） 48（38） 17（13） 18（13）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 28（25） 31（27） 17（13） 18（13）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.06(1.07) 1.07(1.08)        1144頁 表Ⅳ4-35表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 36（34） 40（37） 17（13） 18（13）    

修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 36（33） 39（36） 18（15） 20（16）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.10(1.10) 1.11(1.11)        1144頁 表Ⅳ4-36表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 50（46） 54（51） 18（15） 20（16）    



修正前 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 
名    称 単位 

ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 
摘 要 

諸       雑       費 ％ 33（30） 37（33） 18（14） 20（15）   

手摺先行型枠組足場率 〃 1.08(1.08) 1.09(1.10)        1144頁 表Ⅳ4-37表中 

修正後 

 
支 柱 形 式 矩形（小判形）支柱 
施 工 区 分 

名    称 単位 
ａ施工 ｂ施工 ｃ施工 ｄ施工 

摘 要 

諸       雑       費 ％ 44（40） 49（46） 18（14） 20（15）    

修正前 

1． 本表には，ホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。 
2． 足場は，枠組足場を標準とし，単管足場および単管傾斜足場については別途計
上する。また、手摺先行型枠組足場を設置する場合の施工費は，標準足場で算
出した施工費に本表の手摺先行型枠組足場率を乗じたものとする。 

3． 下処理は，チッピングを標準とする。 
4． コンクリート養生は，一般養生を標準とする。なお，保温養生等の特別な養生
を必要とする場合は，諸雑費率および手摺先行型枠組足場率は（ ）書の値と
し，養生費は「第Ⅱ編第6章❶コンクリート工」により別途計上する。 

5． 諸雑費には，下地処理に使用するピックハンマ，空気圧縮機の機械損料および
空気圧縮機の燃料，コンクリート打設に使用するバイブレータ損料，一般養生
の労務費，ポンプ損料および養生マット等，枠組足場仮設材，一般型枠および
合板円形型枠仮設材，既設排水管の撤去設置（新設は含まない）等および電力
に関する経費等の費用とし，労務費，機械損料および運転経費の合計額に本表
の率を乗じた金額を上限として計上する。 

6． 枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベース，手
摺柱，手摺，階段，安全ネット等および仮設材の持上（下）機械に要する費用
とする。 

7． 一般型枠および合板円形型枠仮設材の内訳は，型枠用合板，鋼製型枠，さん木，
電動工具，電力に関する経費，組立支持材およびはく離剤等および仮設材の持
上（下）機械に要する費用とする。 

8． 手摺先行型枠組足場は，二段手摺および幅木の機能を有している。 1144頁 表Ⅳ4-28～ 
Ⅳ4-37（注） 

修正後 

1．本表には，ホースの筒先作業等を行う機械付補助労務を含む。 
2．足場は，枠組足場を標準とし，単管足場および単管傾斜足場については別途計上
する。 

3. 枠組足場は，手摺先行型とする。 
4．下処理は，チッピングを標準とする。 
5．コンクリート養生は，一般養生を標準とする。なお，保温養生等の特別な養生を
必要とする場合は，諸雑費率は（ ）書の値とし，養生費は「第Ⅱ編第 6 章❶
コンクリート工」により別途計上する。 

6．諸雑費には，下地処理に使用するピックハンマ，空気圧縮機の機械損料および空
気圧縮機の燃料，コンクリート打設に使用するバイブレータ損料，一般養生の
労務費，ポンプ損料および養生マット等，枠組足場仮設材，一般型枠および合
板円形型枠仮設材，既設排水管の撤去設置（新設は含まない）等および電力に
関する経費等の費用とし，労務費，機械損料および運転経費の合計額に本表の
率を乗じた金額を上限として計上する。 

7．枠組足場仮設材の内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベース，手摺
柱，手摺，手摺枠（二段手摺の機能を有する），幅木，階段，安全ネット等およ
び仮設材の持上（下）機械に要する費用とする。 

8．一般型枠および合板円形型枠仮設材の内訳は，型枠用合板，鋼製型枠，さん木，
電動工具，電力に関する経費，組立支持材およびはく離剤等および仮設材の持
上（下）機械に要する費用とする。 

修正前 

 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 42       

手摺先行型枠組足場率   〃 1.28       
1145頁 表Ⅳ4-38表中 

修正後 
 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘要 

諸       雑       費   ％ 82        



修正前 

1．諸雑費には，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベース，手摺柱，手摺，階
段，安全ネット等の費用として，労務費および機械賃料の合計額に本表の率を乗
じた金額を上限として計上する。 

2．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
3．手摺先行型枠組足場は，二段手摺および幅木の機能を有している。 1145頁 表Ⅳ4-38（注） 

修正後 
1．諸雑費は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，ジャッキベース，手摺柱，手摺，手摺
枠（二段手摺の機能を有する），幅木，階段，安全ネット等の費用として，労務費
および機械賃料の合計額に本表の率を乗じた金額を上限として計上する。 

2．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

修正前 

           
名  称 単位 

① ② ③ ④    

一般足場 〃 6.0(6.0) 5.6(5.5) 6.1(6.6) 5.7(6.0)    

手摺先行型  
諸 雑 費 

枠組足場 
〃 7.1  6.7  9.9  9.3    

 

         

            
名  称 単位 

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 

一般足場 〃 5.5(5.9) 5.5(5.4) 4.7(4.8) 4.2(4.4) 4.9(5.2) 4.5(4.9) 

手摺先行型 
諸 雑 費 

枠組足場 
〃 8.0  7.2  7.3  6.5  7.4  6.7  

 
1173頁 表Ⅳ5-3表中 

修正前 

          
名  称 単

位 ① ② ③ ④   

諸  雑  費 〃 7.1(6.0) 6.7(5.5) 9.9(6.6) 9.3(6.0)   

 
 

              

            
名  称 単

位 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

諸  雑  費 〃 8.0(5.9) 7.2(5.4) 7.3(4.8) 6.5(4.4) 7.4(5.2) 6.7(4.9) 
 

修正前 
1．～15．（略） 
16．1層2連の考え方は、表Ⅳ5-5のとおりである。 
17．手摺先行型枠組足場は，二段手摺および幅木の機能を有している。 1173， 

1174頁 表Ⅳ5-3（注） 

修正後 1．～15．（略） 
16．1層2連の考え方は、表Ⅳ5-5のとおりである。 

修正前 

名    称   規格 単位 数量 単価 金額 摘 要 

世   話   役   人 1.5        

と   び   工   〃 4.6        

普 通 作 業 員   〃 5.5        

トラッククレーン運転 
排出ガス対策型 
油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日 0.6      賃料 

諸   雑   費 枠組足場 ％ 15       

計              
1181頁 表Ⅳ5-22表中 

修正後 

 

名    称 規格 単位 数量 単価 金額 摘 要 

世   話   役  人 1.5    

と   び   工  〃 4.6    

普 通 作 業 員  〃 5.5    

トラッククレーン運転 
排出ガス対策型 

油圧伸縮ジブ型25ｔ吊 日 0.6   賃料 

諸   雑   費 枠組足場 ％ 47    

計       



修正前 

1．諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に本表の率
を乗じた金額を上限として計上する。 
枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠，連結
ピン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺，階段，安全ネット等であ
る。 

2．手摺先行型枠組足場を設置する場合の施工費は，本表により算出した施工費に次
表の率を乗じるものとする。 

3．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 
1181頁 表Ⅳ5-22（注） 

修正後 

1．枠組足場は，手摺先行型とする。 
2．諸雑費は，足場工仮設材等の費用であり，労務費，機械賃料の合計額に本表の率
を乗じた金額を上限として計上する。 
枠組足場における仮設材内訳は，壁つなぎ，敷板，建枠，筋違，板付布枠，手摺，
連結ピン，アームロック，ジャッキベース，手摺柱，手摺枠（二段手摺の機能を
有する），幅木，階段，養生ネット等である。また，安全ネットを設置した場合の
安全ネットである。 

3．ラフテレーンクレーンは，賃料とする。 

修正前 

 
表Ⅳ5-23 手摺先行型枠組足場率 

 
  

 （注）手摺先行型枠組足場は二段手摺および幅木の機能 
を有している。 

手摺先行型枠組足場率 1.26 
1181頁 表Ⅳ5-23 

修正後 削 除（表番号Ⅳ5-23は欠番） 

修正前 

 
名    称   規格 単位 数量 単価 金額 摘 要 

手 摺 先 行 型 枠 組 
足  場  施  工  費   掛㎡       

100㎡当たり枠組足場 
施工費（表Ⅳ5-22）× 
足場率（表Ⅳ5-23） 

諸      雑      費   式 1     （まるめ） 

計              

1189頁 表Ⅳ5-49 

修正後 削 除（表番号Ⅳ5-49は欠番） 

修正前 片押延長が2,500ｍ･･･（中略）･･･。また、掘削断面積90㎡以上･･･中略）･･･。 
1258頁 ① 適用範囲 ⓓ 

修正後 片押延長が2,500ｍ･･･（中略）･･･。また、内空断面積80㎡以上･･･（中略）･･･。 

修正前 沓据付 沓重量 沓総重量 一般沓 機能分離型沓 沓設置 
1448～
1485頁 

❸ 鋼橋架設工 
字句修正 

修正後 支承据付   支承重量   支承総重量   一般支承   機能分離型支承 支承設置 

修正前 登り桟橋工費＝{2,690×Ｔ11＋0.361×y（組立）＋0.258×y（解体）}×Ｈ（円） 
1468頁 

④ 登り桟橋工 
ⓑ 登り桟橋 
  工費 修正後 登り桟橋工費＝{2,942×Ｔ11＋0.407×y（組立）＋0.292×y（解体）}×Ｈ（円） 

1468頁 
ⓒ 登り桟橋 
 工費（手摺 
先行工法） 

修正後 削 除 



修正前 

種   類 単 位 足  場  工  費 摘 要 
枠  組  足  場 円/個所 0.77×Ｙ+481×Ｄ   

吊    足    場 円 1.9×Ｙ+（0.06×Ｙ+11.6×Ｄ）×Ａ （注）2 
手摺先行型足場 円/個所 1.08×Ｙ+514×Ｄ    1593 表Ⅳ8-385表中 

修正後 
種   類 単 位 足  場  工  費 摘 要 

枠  組  足  場 円/個所 1.08×Ｙ+514×Ｄ   

吊    足    場 円 1.9×Ｙ+（0.06×Ｙ+11.6×Ｄ）×Ａ （注）2  

修正前 
1．（略） 
2．側道橋の吊足場は，架設工・床版工・塗装工を兼用するものとし，各々単独作業
の場合は，別途考慮する。ただし，横断歩道端，単独作業にも適用する。 

3．手摺先行型枠組足場は，二段手摺および幅木の機能を有している。 1593 表Ⅳ8-385（注） 

修正後 
1．（略） 
2．側道橋の吊足場は，架設工・床版工・塗装工を兼用するものとし，各々単独作業
の場合は，別途考慮する。ただし，横断歩道端，単独作業にも適用する。 

 


